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「
独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す
」

｜
｜
「
鴎
外
日
記
」
一
九
一
一
一
年
十
二
月
二
十
日
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

須

田

喜

代

次

は
じ
め
に

一
九
一
一
一
（
大
正
元
）
年
十
二
月
二
十
日
の
森
鴎
外
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

二
十
日
（
金
）
、
陰
。
泥
淳
。
増
師
意
見
書
を
田
中
義
一
に
交
付
す
。
独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す
。
（
略
）

日
記
は
こ
の
日
鴎
外
が
「
独
の
文
学
」
な
る
も
の
を
「
草
し
」
、
「
井
箆
節
一
二
」
な
る
人
物
に
「
交
付
」
し
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

鴎
外
が
、
「
独
の
文
学
を
草
し
」
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
し
て
お
き
た
い
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
、
彼
が
そ
の
日
記
中
に
「
草
す
」

と
い
う
言
葉
を
記
す
の
は
、
自
分
自
身
が
執
筆
し
た
文
章
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
こ
の
年
に
限
っ
て
も
、
九
月
十
八
日
、
乃
木
希
典
殉
死
事
件
に
触
発
さ
れ
て
一
気
阿
成
に
書
き
上
げ
た
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の

遺
書
」
（
「
中
央
公
論
』
一
九
三
了
十
）
の
脱
稿
は
「
興
津
与
五
右
衛
門
を
帥
押
し
て
中
央
公
論
に
寄
す
」
と
書
き
留
め
ら
れ
る
し
、
十
二
月
七

日
に
は
「
な
が
し
を
草
し
畢
り
博
文
館
へ
、
老
人
を
訳
し
小
林
愛
雄
に
送
」
っ
た
こ
と
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
（
「
な
が
し
」
は
一
九
一
一
一
一
（
大

正
二
）
年
一
月
『
太
陽
』
に
掲
載
）
。
も
ち
ろ
ん
全
て
に
「
草
す
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
羽
鳥
千
尋
」
（
「
中

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

七
五



一
七
六

央
公
論
』

一
九
二
一
・
八
）
は
「
羽
鳥
千
尋
を
稿
し
畢
る
」
（
七
月
十
七
日
）

で
あ
る
し
、
「
田
楽
豆
腐
」
（
「
三
越
』

一
九
二
一
・
九
）
は
「
夜

田
楽
豆
腐
を
書
き
畢
る
」
（
七
月
二
十
一
日
）

で
も
あ
る
。
し
か
し
繰
り
返
す
が
、
「
草
す
」
と
そ
の
日
記
に
記
さ
れ
る
の
は
、
鴎
外
自
身
が
執

筆
し
た
文
章
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
文
学
作
品
に
留
ま
ら
な
い
。
先
の
十
二
月
二
十
日
日
記
に
見
え
る
「
田
中
義
一
に
交
付
」

し
た
「
増
師
意
見
書
」
、
そ
れ
は
前
日
の
十
九
日
に
「
増
師
意
見
書
を
草
す
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
彼
は
「
岡
次
官
市
之
助
、
田

中
義
一
が
為
め
に
兵
備
の
緩
急
に
関
す
る
詔
勅
を
草
す
」
（
同
年
十
二
月
十
六
日
）
こ
と
ま
で
し
て
い
る
。

以
上
確
認
し
た
よ
う
な
事
実
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
先
の
十
二
月
二
十
日
の
「
鴎
外
日
記
」
に
書
き
記
さ
れ
た
「
独
の
文
学
」
は
、
当
然
鴎

外
の
手
に
な
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
現
岩
波
書
店
版
『
鴎
外
全
集
」
全
三
十
八
巻
に
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
著
述

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
「
鴎
外
全
集
』
未
収
録
で
あ
る
「
独
の
文
学
」
の
在
処
と
そ
の
本
文
を
呈
示
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。I 

英
文
通
信
社

探
索
の
手
が
か
り
は
「
井
箆
節
二
一
」
に
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
た
と
え
ば
人
名
事
典
の
類
に
彼
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
生
没
年

等
の
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
た
だ
現
在
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
実
業
之
日
本
社
刊
行
の
『
精
神
分

析
学
』
か
ら
、

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
好
学
社
刊
行
の
『
理
想
国
家
物
語
』
ま
で
、
編
著
を
含
め
て
都
合
九
編
の
井
箆
著
書
が
架
蔵
さ

れ
て
お
り
、
後
に
彼
が
文
筆
家
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
鴎
外
が
そ
の
井
箆
に
「
独
の
文
学
」
を
「
交
付
」
し
た
翌
日
、

一
九
一
一
一
（
大
正
元
）
年
十
一
一
月
二
十
一
日
の
「
鴎
外
日
記
」
に
、

彼
は
再

井び
原事登
節場
三す
英る
丈
通

社
よ

干し

来
た



「
井
箆
」
と
書
く
べ
き
所
を
「
井
原
」
と
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
鴎
外
は
彼
と
さ
ほ
ど
懇
意
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ

そ
う
だ
。
因
み
に
「
鴎
外
日
記
」

へ
の
「
井
箆
節
一
一
こ
の
登
場
は
以
下
に
述
べ
る
二
日
を
含
め
て
、
こ
の
一
九
一
一
一
年
十
二
月
中
の
都
合
四
日

の
み
で
あ
る
o

（
青
田
寿
美
「
『
鴎
外
全
集
」
第
三
十
五
巻
日
記
索
引
（
人
名
篇
）
」
（
『
森
鴎
外
研
究
9
』
二

O
O二
・
九
、
和
泉
書
院
）
に
拠

る
）
。
と
ま
れ
井
箆
は
こ
の
日
「
英
文
通
信
杜
」
の
使
い
と
し
て
鴎
外
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
点
で
、
井
箆
は
英
文
通
信
社

社
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
札
に
来
た
り
」
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
原
稿
料
を
持
参
し
た
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

（

l
）
 

そ
の
「
英
文
通
信
社
」
だ
が
、
そ
れ
は
日
露
戦
争
後
、
望
月
小
太
郎
（
一
八
六
五
｜
一
九
二
七
）
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
出
版
社
だ
っ
た
。
社

長
望
月
小
太
郎
の
命
を
受
け
、
井
箆
が
最
初
に
鴎
外
の
も
と
を
訪
れ
る
の
は
、
こ
の
日
を
遡
る
こ
と
十
日
余
、
周
年
十
二
月
十
日
の
こ
と
で
あ

る

井
箆
節
三
望
月
小
太
郎
の
紹
介
に
由
り
て
来
し
に
面
会
せ
ざ
り
き
。

一
一
人
が
実
際
に
顔
を
合
わ
す
の
は
翌
十
二
月
十
一
目
だ
っ
た
。

井
箆
節
三
を
引
見
す
。

こ
の
日
に
原
稿
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
し
た
ら
脱
稿
ま
で
十
日
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
が
、
正
式
の
原
稿
依
頼
は
こ
の

時
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
望
月
小
太
郎
側
か
ら
の
鴎
外
へ
の
接
近
は
も
う
少
し
前
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
年
（
一
九
二
一
年
）
が
ま
だ
明
治
四
十
五
年
と
呼
ば
れ
て
い
た
六
月
の
二
十
五
日
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

望
月
小
太
郎
の
使
に
服
部
活
民
来
訪
す
。
現
時
の
独
逸
の
事
を
語
る
。

こ
れ
が
望
月
側
か
ら
の
最
初
の
接
近
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
現
時
の
独
逸
」
と
い
う
情
報
が
あ
る
。
さ
ら
に
し
ば
ら
く
時
を
お
い
て
二
度
目
の

望
月
か
ら
の
接
近
が
日
記
に
記
さ
れ
る
。
そ
れ
は
年
号
が
大
正
と
改
ま
っ
た
後
の
、
同
年
十
一
月
一
一
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

村
上
猶
太
郎
望
月
小
太
郎
の
紹
介
を
以
て
来
訪
す
。
「
現
時
の
独
逸
」
を
編
輯
す
る
事
に
関
し
て
云
云
す
る
所
あ
り
。

今
度
は
村
上
と
い
う
社
員
が
鴎
外
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
日
か
ら
十
日
余
り
後
の
十
一
一
月
十
日
の
井
箆
来
訪
に
繋
が
る
わ
け

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

七
七



七
人

な
の
だ
。
右
の
十
一
月
一
一
十
八
日
記
事
に
は
「
「
現
時
の
独
逸
」
を
編
輯
す
る
事
」
と
あ
る
の
で
、
「
現
時
の
独
逸
」
が
書
名
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
書
物
の
「
編
輯
」
に
関
し
て
、
望
月
は
鴎
外
に
何
ら
か
の
相
談
を
持
ち
か
け
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
延
長
線

上
に
、
鴎
外
「
草
」
す
る
と
こ
ろ
の
「
独
の
文
学
」
が
結
晶
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
『
現
時
の
独
逸
』
と
い
う
題
名
の
書
物
は
な
い
。
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
望
月
小
太
郎
は
、
鴎
外
が
当

の
「
独
の
文
学
」
を
井
箆
に
交
付
し
て
か
ら
お
よ
そ
一
月
後
の
一
九
一
一
一
一

大
正
二
）
年
一
月
二
十
八
日
を
発
行
日
と
し
て
、
他
な
ら
ぬ
英
文

通
信
社
か
ら
、
「
現
時
の
独
逸
」
な
ら
ぬ
「
独
逸
之
現
勢
』
と
題
し
た
千
百
頁
に
も
及
ぶ
大
著
を
刊
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
経
緯
を
勘

案
す
る
な
ら
、
「
現
時
の
独
逸
」
と
い
う
書
名
は
最
終
段
階
で
「
独
逸
之
現
勢
」
に
改
め
ら
れ
た
、
そ
う
判
断
し
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

II 

『
独
逸
之
現
勢
』

「
大
正
元
年
十
二
月
下
涜
」
の
日
付
を
記
す
「
自
序
」
に
お
い
て
、
望
月
は
本
書
刊
行
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
れ
世
界
列
強
中
我
が
帝
国
と
等
し
く
僅
か
に
半
世
紀
を
出
で
ず
し
て
一
等
国
に
進
み
た
る
を
独
逸
と
な
す
。
今
や
独
逸
は
世
界
の
覇

ママ

者
た
る
大
英
国
と
相
対
峠
し
相
下
ら
ざ
る
の
勢
ひ
あ
り
。
而
か
も
其
建
国
の
歴
史
と
国
民
の
特
性
と
ほ
頗
る
我
が
国
に
酷
似
す
。
則
ち
著

者
は
此
次
の
歴
遊
中
に
於
て
深
く
自
ら
感
激
す
る
所
あ
り
。
抑
も
独
逸
は
如
何
に
し
て
斯
る
隆
運
を
得
た
る
か
、
日
本
は
如
何
に
し
て
其

国
運
を
進
展
す
べ
き
か
。
是
れ
実
に
痛
切
に
著
者
の
胸
臆
を
衝
き
来
る
疑
問
な
り
き
。
以
為
ら
く
日
本
の
欧
米
に
学
ぶ
べ
き
も
の
必
ず
し

も
列
強
中
に
於
て
特
定
の
国
を
選
ぶ
の
必
要
な
し
と
難
も
、
寧
ろ
開
国
維
新
の
年
所
を
同
ふ
せ
る
独
逸
発
展
の
全
体
に
対
し
て
之
を
研
究

す
る
の
優
れ
る
に
如
か
ざ
る
な
り
と
。

二
年
前
の
一
九
一

O
（
明
治
四
十
三
）
年
の
欧
米
諸
国
視
察
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、
望
月
は
ド
イ
ツ
こ
そ
今
後
の
日
本
が
学
ぶ
べ
き
先
達
の

固
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
外
交
、
丈
化
等
々
多
方
面
に
百
日
る
ド
イ
ツ
の
現
状
を
、
「
一
面
に
は
予
て
此
の
計
画
を
諮
り
た



る
独
逸
の
諸
大
家
に
其
の
寄
稿
を
依
嘱
し
、
他
面
に
は
広
く
独
逸
に
関
す
る
海
外
の
書
籍
を
蒐
集
し
、
爾
来
一
年
有
半
を
閲
し
て
英
米
の
書
籍

は
著
者
自
ら
こ
れ
を
渉
猟
し
、
独
逸
の
書
籍
は
社
友
之
を
訳
出
し
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
本
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
二
二

（
大
正
一
二
年
一
月
刊
行
の
初
版
か
ら
時
を
置
か
ず
に
周
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
再
版
の
巻
頭
に
は
、
各
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
初
版
に
対
す

る
批
評
が
一
括
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
三
月
八
日
付
「
東
京
日
々
新
聞
」
が
一
言
う
と
こ
ろ
の
「
日
本
語
を
以
て
著
は
さ
れ
た
る

精
密
な
る
『
独
逸
に
関
す
る
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
」
と
云
ふ
べ
し
」
と
い
う
趣
を
本
書
は
確
か
に
有
し
て
い
る
。

そ
の
構
成
は
、
「
第
宣
章

総
論
」
を
皮
切
り
に
「
第
十
三
章

日
独
国
交
と
両
国
識
者
の
意
見
」
ま
で
の
全
十
三
一
章
に
、
「
余
論
」
と
題
す

る
章
を
付
け
加
え
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
十
三
一
章
に
は
日
本
側
の
「
識
者
」
と
し
て
山
県
有
朋
、
桂
太
郎
、
青
木
周
蔵
、
末
松
謙
澄
、

青
山
胤
通
ら
、
鴎
外
と
も
な
じ
み
の
人
々
を
含
む
十
三
一
名
の
「
意
見
」
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
鴎
外
も
そ
れ
ら
「
識
者
」
の
う
ち
に
加
え
ら
れ

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
思
い
も
抱
か
せ
ら
れ
る
が
、
鴎
外
の
名
は
な
い
。

実
は
第
十
三
章
に
鴎
外
の
名
が
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
本
書
に
は
ど
こ
に
も
鴎
外
、
も
し
く
は
森
林
太
郎
の
名
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
本
稿
で
わ
た
く
し
が
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
肝
心
の
「
独
の
文
学
」
と
本
書
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
は

「
第
拾
章

国
民
生
活
」
の
一
節
と
し
て
本
書
七
六
九
頁
か
ら
七
七
六
頁
ま
で
八
頁
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
文
学
」
、
こ
れ
が
鴎
外
が
井
箆
に

交
付
し
た
「
独
の
文
学
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

皿

『
独
逸
之
現
勢
』
中
の

「
丈
学
」

署
名
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
鴎
外
文
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
む
ず
か
し
い
。
ま
た
こ
れ
は
ご
く
ご
く
簡
略
な
ド
イ
ツ
文

学
史
の
記
述
で
あ
り
、
筆
者
の
個
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
文
章
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
面
か
ら
鴎
外
丈
の
特
徴
を
探
る
こ
と
も

む
ず
か
し
い
。
前
述
し
た
再
版
本
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
批
評
の
中
で
も
「
政
治
国
交
及
び
物
質
的
文
明
の
記
述
の
精
細
な
る
に
比
し
独
逸
の
最

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
一
一
一
に
交
付
す

七
九



人
0 

も
狩
り
と
す
る
精
神
的
文
明
則
ち
哲
学
文
学
美
術
等
の
如
き
は
殆
ん
ど
其
の
上
ッ
面
を
撫
で
去
れ
る
に
過
ぎ
ず
政
治
家
の
著
に
し
て
文
芸
美
術

を
論
ず
る
目
的
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
固
よ
り
恕
す
べ
き
と
難
も
理
想
と
し
て
未
だ
全
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
論
な
か
ら
ん
」
（
「
や
ま
と
新
聞
』

三
月
五
日
）
と
、
丈
学
美
術
面
に
お
け
る
簡
略
す
ぎ
る
記
述
が
本
書
の
数
少
な
い
暇
瑳
と
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
く
し
が
後
に
「
資
料
」
と
し
て
全
文
を
掲
げ
る
「
独
逸
之
現
勢
」
中
の
「
丈
学
」
こ
そ
を
、
鴎
外
が
「
草
」
し
た

「
独
の
文
学
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

①
 
当
の
「
独
の
丈
学
」
が
本
稿
E
章
ま
で
に
述
べ
て
き
た
『
独
逸
之
現
勢
』
の
著
者
・
望
月
小
太
郎
（
英
文
通
信
社
）
側
か
ら
の
接
近

の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

② 

こ
の
「
丈
学
」
の
節
は
確
か
に
短
く
簡
略
な
記
述
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
鴎
外
が
翻
訳
等
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
る
作
家
、
作
品
が

拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

本
文
中
に
訳
者
と
し
て
「
鴎
外
」
の
名
が
二
箇
所
出
て
く
る
こ
と
。

③
 

①
に
関
し
て
は
既
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

②
だ
が
、
当
該
「
文
学
」
は
、
本
文
中
で
「
古
代
文
学
」
（
本
誌
一
八
五
頁
。
以
下
同
様
）
と
す
る
「
ニ
イ
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
」
、
「
ヒ
ル
デ
ブ

ラ
ン
ド
の
歌
」
、
「
グ
ウ
ド
ル
ン
の
歌
」
の
三
作
品
を
記
述
し
た
後
、
「
而
し
て
真
成
の
意
義
を
以
て
す
る
独
逸
文
学
は
機
に
端
を
ク
ロ
ッ
プ
ス
ト

ツ
ク
及
び
レ
ツ
シ
ン
グ
に
聞
け
り
」
（
一
八
八
頁
）
と
す
る
。
ク
ロ
ッ
プ
ス
ト
ッ
ク
は
さ
て
お
き
、
レ
ツ
シ
ン
グ
は
鴎
外
が
一
八
八
九
（
明
治
二

十
二
）
年
十
月
に
創
刊
し
た
『
し
が
ら
み
草
紙
」
第
一
号
に
早
く
も
そ
の
作
品
「
折
蓄
被
（
エ
ミ
リ
ャ
、
ガ
ロ
ツ
チ
！
と
を
翻
訳
掲
載
し
た
作

家
だ
っ
た
。
こ
の
作
者
に
関
わ
る
「
レ
ツ
シ
ン
グ
が
事
を
記
す
」
（
『
し
が
ら
み
草
紙
」

一
八
九
一
・
六
1
九
）
、
「
戯
曲
の
翻
訳
法
を
説
い
て
或

る
批
評
家
に
一
不
す
」
（
『
国
民
新
聞
』

J¥ 
九

－
三
・
十
八
1
二
十
一
）
と
い
う
鴎
外
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
、
周
知
の
通
り
だ
。
そ
し
て
③
と

も
関
わ
る
の
だ
が
、

レ
ツ
シ
ン
グ
の
戯
曲
を
紹
介
す
る
際
、
「
鴎
外
氏
の
嘗
て
訳
せ
し
所
の
『
エ
ミ
リ
ア
、
ガ
ロ
ツ
チ
イ
」
及
、
び
『
ピ
ロ
タ
ス
』

等
あ
り
」
（
一
八
九
頁
）
と
し
て
鴎
外
の
名
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。



さ
ら
に
「
ク
ロ
ッ
プ
ス
ト
ッ
ク
及
び
レ
ツ
シ
ン
グ
に
次
い
で
出
で
独
逸
ク
ラ
ツ
シ
シ
ク
文
学
の
絶
頂
に
達
せ
し
も
の
を
ギ
ヨ
オ
テ
及
、
び
シ
ル

レ
ル
と
す
」
（
一
八
九
頁
）
と
こ
れ
ま
た
鴎
外
が
高
く
評
価
し
、
し
ば
し
ば
言
及
す
る
作
家
二
名
の
名
を
挙
げ
る
「
丈
学
」
丈
は
、
ギ
ヨ
オ
テ
に

関
す
る
部
分
で
「
鴎
外
氏
の
訳
せ
し
所
の
『
ギ
ヨ
ッ
、
』
並
に
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
あ
り
」
（
一
九
O
頁
）
と
再
び
鴎
外
の
名
を
出
す
の
で
あ
る
。

「
訳
せ
し
所
」
と
「
文
学
」
文
は
言
う
が
、
厳
密
に
言
、
っ
と
、

一
九
一
一
一
（
大
正
元
）
年
十
月
か
ら
「
歌
舞
伎
』
誌
上
で
連
載
が
開
始
さ
れ
た

「
ギ
ヨ
ツ
ツ
」
は
、
『
独
逸
之
現
勢
』
刊
行
（
一
九

（
大
正
二
）
・
一
・
二
十
八
）
当
時
は
ま
だ
連
載
途
中
で
あ
り
（
一
九
一
四
（
大
正
三
）

年
三
月
で
完
結
）
、
単
行
本
に
な
る
の
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
に
関
し
て
も

同
様
で
、
第
一
部
は
一
九
二
二
（
大
正
二
）
年
一
月
十
五
日
に
富
山
一
房
よ
り
刊
行
さ
れ
、
第
二
部
刊
行
は
同
年
一
一
一
月
二
十
二
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

つ
ま
り
「
独
逸
之
現
勢
』
所
収
の
「
丈
学
」
丈
執
筆
時
点
（
誰
が
書
い
た
の
か
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
、

一
九
二
二
年
一
月
に
刊
行
す
る

た
め
に
は
遅
く
も
前
年
の
十
二
月
ま
で
に
は
書
き
上
げ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

で
は
、
ま
だ
鴎
外
訳
単
行
本
「
フ
ア
ウ
ス
ト
』
は
誰
も
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
翻
訳
し
終
わ
っ
た
時
点
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
鴎
外
は
一
九
一

（
明
治
四
十

四
）
年
十
月
一
一
一
日
に
は
す
で
に
第
一
部
の
訳
稿
を
完
成
し

（「
E
C
2第
一
部
訳
稿
を
校
し
畢
る
」
「
鴎
外
日
記
」
）
、
続
い
て
一
九
一
一
一
（
明
治
四

十
五
）
年
一
月
五
日
に
は
早
く
も
第
二
部
ま
で
の
全
て
を
訳
し
終
え
て
い
た
の
で
あ
る

一
九
一
一
一
年
末
の
時
点
で
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
を
「
鴎
外
氏
の
訳
せ
し
所
」
と
明
確
に
言
い
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
訳
者
・
鴎
外

（「

E
5
Hを
訳
し
畢
る
」
「
鴎
外
日
記
」
）
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
人
し
か
い
な
い
の
だ
。

さ
ら
に
蛇
足
を
付
け
加
え
る
が
、
「
文
学
」
丈
は
「
此
よ
り
し
て
現
今
の
文
壇
に
至
る
ま
で
ヂ
ツ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
人
ヘ
ツ
ベ
ル
及
び
寸
引
斗

バ
州
川
の
人
ル
ウ
ド
ヰ
ヒ
を
除
き
で
は
雄
大
な
る
著
作
其
の
跡
を
絶
て
り
」
（
一
九
一
頁
）
と
し
て
、
「
ヘ
ツ
ベ
ル
」
「
ル
ウ
ド
ヰ
ヒ
」
の
二
人
の

文
学
者
を
高
く
評
価
す
る
が
、
こ
れ
は
「
文
学
そ
の
物
の
方
で
、
近
世
最
も
注
目
す
べ
き
作
者
は
ど
ん
な
人
達
か
と
い
ふ
に
、
∞
塁
。
ぽ
が
推
薦

す
る
通
り
に
、
先
づ
指
を
国

sz－
と
円
豆
呈
ぬ
と
に
屈
せ
ず
ば
な
り
ま
す
ま
い
」
（
「
近
世
独
逸
文
学
一
タ
話
L

『
白
百
合
』

一九
O
四
（
明
治
三
十

七
）
・
一
、
後
「
妄
人
妄
語
』
（
一
九
一
五
・
二
、
至
誠
堂
）
収
録
の
際
に
「
近
世
の
独
逸
文
学
」
と
改
題
）
と
い
う
鴎
外
文
に
正
確
に
対
応
す

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
一
一
一
に
交
付
す

J¥ 



人

る
ま
た
続
く
「
ゲ
ル
ハ
ル
ト
、

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
L

（
一
九
二
頁
）
に
関
し
て
は
、
「
現
今
の
作
者
と
な
り
ま
す
れ
ば
、
誰
が
何
と
云
っ
て
も
、
矢

張
り
出
白
石

5
8ロ
が
第
一
流
の
人
物
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
」
（
前
掲
「
近
世
独
逸
丈
学
一
タ
話
」
）
と
鴎
外
は
言
、
っ
。
彼
は
一
九

O
六
（
明
治
三
十

九
）
年
十
一
月
春
陽
堂
刊
行
の
『
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
』
の
著
者
で
も
あ
っ
た
。

最
後
に
持
情
詩
人
と
し
て
「
唯
リ
ツ
ヒ
ヤ
ル
ド
デ
エ
メ
ル
の
一
顧
す
る
足
る
あ
る
の
み
」
（
一
九
二
頁
）
と
す
る
の
も
、
同
じ
く
「
現
今
の
行

情
詩
人
と
な
る
と
、

一
寸
誰
を
推
薦
し
て
好
い
か
分
か
り
兼
ね
ま
す
が
、
同
）
各
自
己
の
小
い
集
が
一
冊
出
来
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
あ
れ
を
見
て
略
ぼ

時
代
の
風
潮
を
推
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
か
と
思
ひ
ま
す
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
「
近
世
独
逸
丈
学
一
タ
話
」
中
の
鴎
外
の
発
言
に
符
合
す

る
。
そ
の
鴎
外
は
そ
う
し
た
自
身
の
デ
エ
メ
ル
評
価
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
「
ド
イ
ツ
の
行
情
詩
は
、
先
づ
方
今
第
一
流
の
詩
人
と
し
て
推
さ

れ
て
ゐ
る
デ
エ
メ
ル
の
最
近
の
詩
集
か
ら
可
な
り
の
数
の
作
」
（
「
「
沙
羅
の
木
」
の
序
」
）
を
取
っ
て
訳
出
（
全
九
編
、
『
我
等
」

一
九
一
四
（
大

正
三
）
・
二
）
、
詩
集
『
沙
羅
の
木
』
（
一
九
一
五

大
正
四
）
・
九
、
阿
蘭
陀
書
房
）

の
巻
頭
に
据
え
た
の
だ
っ
た
。

＊ 

＊ 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
わ
た
く
し
は
望
月
小
太
郎
著
『
独
逸
之
現
勢
』
「
第
拾
章

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
十
二
月
二
十
日
の
「
鴎
外
日
記
」
に
「
草
」
し
た
と
書
き
留
め
ら
れ
た
「
独
の
文
学
」
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

国
民
生
活
」
中
に
収
め
ら
れ
た
「
文
学
」
の
節
こ
そ
、

先
に
紹
介
し
た
『
や
ま
と
新
聞
」
評
で
は
な
い
が
、
政
治
家
望
月
小
太
郎
に
と
っ
て
専
門
外
の
「
文
学
」
は
、

い
く
ら
簡
略
で
大
ま
か
な
見
取

り
図
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
（
否
、
大
ま
か
な
見
取
り
図
で
あ
る
が
故
に
よ
り
一
層
と
一
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
）
、
手
を
付
け
か
ね
る
分
野
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
こ
と
は
「
文
学
」
の
次
節
に
置
か
れ
た
「
美
術
」
（
同
書
七
七
七
頁
｜
七
八
四
頁
、
八
頁
分
）
、
次
次
節
に
置

か
れ
た
「
音
楽
」
（
同
七
八
五
頁
七
九
二
頁
、
八
頁
分
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
お
そ
ら
く
は
誰
か
日
本
の
専
門
家
の

手
に
委
ね
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

で
は
な
ぜ
実
際
の
執
筆
者
の
名
前
を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
、
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
よ
う
な
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
書
に



は
ド
イ
ツ
人
の
寄
稿
に
関
し
て
は
実
名
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
三
十
人
の
多
き
を
数
え
る
（
「
第
十
三
章

日
独
国
交
と
両
国
識
者
の
意
見
」
に

掲
載
さ
れ
た
ド
イ
ツ
側
の
識
者
二
十
一
名
を
加
え
る
と
全
五
十
一
名
）

の
日
本
側
の
識
者
十
三
名
を
除
い
て
。

日
本
人
の
名
は
一
名
も
記
さ
れ
な
い
。
前
述
し
た
第
十
三
章

つ
ま
り
プ
記
名
せ
ざ
る
も
の
は
皆
著
者
の
別
観
所
説
に
し
て
敢
て
浅
学
薄
識
を
顧
み
ず
、
刻
苦
臣
勉
以

の
だ
が
、

て
本
書
を
編
成
せ
り
」
（
「
自
序
」
）
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
衆
議
院
議
員
望
月
小
太
郎
の
姿
勢
だ
っ
た
の
だ
ろ

、っか。も
ち
ろ
ん
以
上
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
が
、

い
わ
ば
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
た
く
し
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

繰
り
返
す
が
、
署
名
の
な
い
文
章
を
鴎
外
の
も
の
だ
と
断
定
す
る
に
は
決
定
的
な
証
拠
が
足
り
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
仮
に
わ
た
く
し

の
推
定
通
り
だ
と
し
て
も
、
鴎
外
が
井
箆
節
三
に
渡
し
た
「
独
の
文
学
」
に
、
望
月
が
手
を
入
れ
た
可
能
性
だ
っ
て
否
定
で
き
な
い

当
時
の
「
森
鴎
外
」
と
い
う
文
学
者
と
し
て
の
位
置
を
考
え
る
と
考
え
に
く
い
が
）
o

し
か
し
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
鴎
外
が
間
違
い

な
く
「
草
」
し
た
「
独
の
文
学
」
の
着
陸
点
と
し
て
、
『
独
逸
之
現
勢
』
所
収
の
「
丈
学
」
を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

こ
れ
は

わ
ち
、
そ
れ
は
鴎
外
執
筆
の
蓋
然
性
の
高
い
文
章
と
し
て
、
「
鴎
外
全
集
」

の
片
隅
、
「
参
考
篇
」
の
一
隅
に
で
も
収
め
て
お
い
て
い
い
も
の
な

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

大
方
の
ご
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

i主

（1
）
望
月
小
太
郎
は
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
十
一
月
甲
斐
国
巨
摩
郡
身
延
村
生
ま
れ
。
山
梨
県
師
範
学
校
を
経
て
慶
嬢
義
塾
を
卒
業
し
、
一
八
九
一
（
明

治
二
十
四
）
年
英
国
に
留
学
、
ミ
ッ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
大
学
法
科
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
も
同
地
に
留
ま
り
「
日
英
実
業
雑
誌
』
を
発
行
し
、
日
英
同
盟

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

人



｝＼ 

四

を
力
説
。
欧
州
諸
国
を
視
察
し
て
帰
国
後
、
一
九
O
二
（
明
治
三
十
五
）
年
山
梨
県
よ
り
衆
議
院
議
員
に
当
選
、
以
来
連
続
七
期
議
員
を
務
め
た
。
初
め

立
憲
政
友
会
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
以
降
は
立
憲
同
志
会
・
憲
政
会
に
所
属
。
そ
の
問
日
露
戦
争
後
、
外
国
の
日
本
に
対
す
る
誤
解
を
解
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
英
文
通
信
社
を
創
立
し
社
長
と
な
り
、
『
日
韓
英
文
通
信
』
「
英
文
財
政
経
済
月
報
」
を
発
行
、
欧
米
諸
国
に
日
本
の
事
情
を
紹
介
す
る
こ
と

に
努
め
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
九
日
没
。
（
『
日
本
人
名
大
事
典
」
（
一
九
三
八
・
十
、
平
凡
社
）
、
「
日
本
史
大
事
典
」
（
一
九
九
四
・
二
、
平

凡
社
）
等
参
照
）

（2
）
同
様
の
種
類
の
文
章
と
し
て
、
鴎
外
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
三
月
十
二
日
、
日
本
百
科
大
辞
典
完
成
会
発
行
、
三
省
堂
発
売
の
「
日
本
百
科
大

辞
典
」
第
七
巻
収
録
の
、
「
独
逸
の
絵
画
」
「
独
逸
の
彫
刻
」
二
編
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
文
末
に
「
〔
森
（
林
）
〕
」
の
署
名
が
あ
る
。



資
料

「
文
学
」
（
『
独
逸
之
現
勢
」
所
収
）

文

苧

濁
逸
の
文
事
を
詳
細
に
叙
越
し
．
英
の
債
値
を
批
評
す
る
が
如
き
は
丈
謹
上
の
著
過
に
あ
ち
ぎ
る
本

書
の
目
的
に
あ
ら
や
，
。

故
に
此
蕗
に
は
濁
逸
文
事
の
歴
史
及
び
現
況
中
よ

b
最
も
重
要
各
る
も
の
ニ

一
を
抽
い
て
之
を
紹
介
す
る
に
止
め
ん
芭
す
o

紀
元
入

O

O
年
を
以
て
羅
馬
帝
の
冠
を
戴
き
し
カ

wr

、
」
大
帝
は
濁
逸
封
建
制
度
の
閲
瓶
ら

b
o
此

の
大
帝
の
時
代
以
、
前
の
文
串
は
所
謂
古
代
文
事
に
し
て
、
『
－
一
イ
イ

y

y
グ
シ
の
歌
』
1

最
も
著
は
る
O

『ヒ

Y
Jア
プ
ラ

y
v
の
歌
』

ぬ
の
中

『
グ
夕
刊
F

Y

Y

の
歌
』

『ヒ

Y

デ
プ
ラ
シ
ド
の
歌
』

及
び

9 
0 

其
の
内
容
は
東
プ
オ
ア
シ
王
ア
オ
ド

wノ
ヒ
の
．
事
蹟
に
連
繋
す
。

mlじ
認
は
れ
オ
｜
川
計
利
川
が
旬
奴
王
判
外
叶
判
｜
川
の
幕
賓
た
る
や
、
ヒ
て
プ
プ
ラ

y

r

T』
友
さ
し
善
か

は
紀
元
入

O

O
年
前
後
の
寓
本
を
以
て
停
は

b
た
る
断
片
る

ア
オ
ド

9
ヒ
の
父
ア
オ
デ
ツ
ナ

h
y
h
r

。
ヒ
Y
Jア
ブ
ラ
ン
ド
は
墨
に
郷
を
去
る
に
臨
み
て
、
三
歳
の
男
子
を
遺
留
せ
し
に
、
其
の
オ
ド
ヲ
カ

w
r
z

倶
に
還
る
や
、
兵
を
宰
ゐ
て
之
を
国
境
に
要
す
る
も
の
あ

b
o

ラ
ン
ド

b
h
o

是
れ
蓮
留
せ
し
所
の
我
子
』
グ
プ

ヒ
w

f

J

プ
プ
ラ
ン
ド
は
喜
び
て
己
の
父
ら
る
こ
さ
を
告
げ
、
旬
奴
王
の
贈
る
所
の
買
万
を

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

｝＼ 

五



一
八
六

奥
へ
ん
さ
す
。

ρ

グ

プ

ラ

ン

ド

は

父

の

去

就

を

屑

し

芭

せ
A
V
1
槍
を
執
っ
て
戟
を
挑
め
り
。

子
は
遂
に

敗
死
せ
り
、
（
又
一
読
に
は
詩
子
の
命
を
助
け
た

b
さ）

多t

『
ニ
イ
ィ

y
ン
グ
ン
の
歌
』

は
西
プ
オ
－
プ

ν
の
事
蹟
ご
連
繋
し
、
こ
れ
に
フ
イ
ン
フ
ラ
ン
ケ
ン

の

『
ジ
イ
グ
プ
リ
’
イ
ド
』

侍
読
を
附
曾
し
た
る
も
の
あ
り
。

ン
ダ
、
川

P

T』
稀
す
る
王
あ
り
て
苅
川
川
l
M
河

畔

の

ヲ

Y

ム
λ

に
郁
し
た

h
き。

歴

史

に

は

凹

三

七

年

に

東

ゴ

オ

ア

ン

に

滅

さ

れ

し

グ

ρ
y
b
ι

歌
中
に
は
グ
ン
－
Y

Y

T
－
－
臼
へ
り
o

此

グ

ン

ダ

列
リ
引
－
プ

Y
に
妹
ク

p
イ
ム
ヒ

y
・
ド
あ
り
。

歴

史

上

に

は

旬

奴

王

ア

チ

ラ

の

夫

人

ざ

な

り

た

り

o

歌
詞
に
従
へ
ば
ク

9
イ
ム
ヒ

Y

F
の

初

の

婿

セ

ジ

イ

グ

7
y
イ
ド

さ
云
ふ
。

民
ー
ン
ア

Y
は
川
ぺ
訓
｜
判
」
ア
｜
門
川
刊
の
女
王
珂
9
ユ

レ
ヒ

Y
Jア
を
要
る
に
婿
の
力
を
借
り
、
之
に

ア！ィi酬
グ｜ド｜ゆ

ン｜をる

を刺に

殺さ妹

すしを
。む以

0 
て
す。

然
る
に
雨
婦
相
容
れ
争
、
グ

y
ア

Y
は

其

臣

ρ

ア

グ

シ

を

し

て

叫

川
1

グ
｜
引
川

y
ド
去

b
て
身
を
旬
奴
玉
エ
ッ
チ
且

Y

に
委
ね
、
其
力
を
借
り
て
ベ

比
よ
り
南
家
相
争
ひ
、
彼
我
皆
鋒
鏑
に
麗
れ
て
遺
襲
ふ
き
に
至
る
o

ク

9
イ
ム
ヒ

究

『
グ
ク
ド
グ
’

Y

の
歌
』

は
十
三
世
紀
の
前
竿
に
填
園
及
バ
イ
エ

恥
F

V

J

の
詩
人
の
手
に
成
り
、
世

に

偉

ふ

る

所

の

一
本
は
マ
ク
ジ
ミ

9
ア
シ

一
世
の
寓
き
し
め
た
る
も
の
に
係
る
o

一
八
二

O
年

に

之

を
チ
ロ
才

Y

の
古
城
に
接
見
せ
り
。

繋
す
。

其

内

容

は

ス

カ

ン

ヂ

ナ

キ

ア

の

海

賊

キ

キ

シ

グ

Y

の

事

蹟

に

連

川
」
引
さ
の
聞
に
母
さ
名
を
同
じ
う
せ
る
女
王
ヒ
て
プ
あ
り
。

イ
Y

ラ
ン
ド
王

ρ

ア
グ
ン
さ
抱
ヒ

J

プ
子
帆

yi
ク
玉
川
！
？
プ

Y

に
嫁
し
、
グ
ク
ド

Y

ン
を
生
む
。

－ 

セ

エ
ラ
ン
ド
王
へ

vr

キ

ヒ

之

を

要

ら

ん

こ



さ
を
請
ひ
て
聴
き
る
o

Y

夕
刊
p
y
を
奪
ひ
て
国
に
蹄
れ

h
o

然
る
に
そ
の
合
香
の
期
に
先

r
も
、
ノ

Y

T

シ
ヂ
イ
の
王
子
ハ

へ
wr

キ
ヒ
軍
を
起
し
て

y
w
y
守

Y

ト
ム

1
ド
、
グ

M
到
イ
に
侵
入
す
。

グ
ク
ド

y

リ
ペ
は
操
を
守
、
り
て
従
は
歩
、
奴
縛
の
待
遇
に
甘
ん
令
。

へ
wr

キ
ヒ
の
ノ
U
F

マ
ン
判
ペ
イ
に
上
陸
す
る
や
、
辞

議
に
ニ
少
女
の
衣
を
洗
ふ
を
見
る
o

是
れ
珂
ク
ド

w
r
y

さ
蝉
ヒ

Y
デ
プ

wr

グ
J
T
』
ふ
り
o
，、

城
を
攻
め

τ

ρ

y
ト
ム
ク
ト
の
究

Y

ク
ド
キ
ヒ
ー
さ
母
グ

y

p

y
ト
さ
を
殺
し
、
列
列
吋
ペ
I
M

の
請
に
依

h
J
、
A

Y

ト
ム
ク
ト
の
命
を
施
す
。

以
上
の
三
種
に
共
通
せ
る
思
想
は
一
種
の
武
士
遣
に
し
て
只
其
の
製
作
の
年
代
に
伴
ひ
て
多
少
の

護
運
あ
る
の
み
o

及
び

『
ヒ
Y
デ
プ
ラ
シ
ド
』

『
ユ
イ

J
R
Y
Y
グ
シ
』

よ

h
進
ん
で

『
グ
ク
ド

Y
ン』

識
す
ぺ
し
o

に
入
る
さ
き
は
、
剛
健
一
味
の
筑
象
は
鑓
じ
て
隠
怒
温
和
の
風
を
潟
し
、
其
の
聞
に
基
督
’
教
の
戚
化
を
認

及

此
気
風
の
更
に
進
ん
で
醸
し
出
し
た
る
所
の
も
の
を
『
ρ

イ
ン

9
ヒ
物
語
』

＝官
J，、

JV 

チ

ア

ア

Y
物
語
』

ず
』
す
。

『
ρ

イ
シ

η
ノ
ヒ
物
語
』

は
十
二
世
紀
末
の
詩
人
川

エ
の
作
に
係
る
。

：｜ 

ン
の
古
侍
読
に

ρ

イ

y

p
ヒ
さ
云
ふ
も
の
あ
り
。

の
醤
師
蕗
女
の
心
血
を
得
て
之
を
治
せ
ん
さ
云
ふ
。

ワ

ア

ぺ

名
門
に
生
れ
て
踊
病
に
躍
れ
h
J
O

一
少
女
自
ら
薦
め
て
死
に
赴
〈
O

伊

太

利

暫
師
の
少
女

の
胸
を
剖
か
ん
さ
す
る
や
ベ
川
オ
川
則
之
を
見
る
に
忍
び
令
‘
意
を
決
し
て
少
女
の
命
を
救
ひ
、
此
よ
り

信
者
さ
ら

h
、
悪
疾
も
亦
癒
え
た
り
。

近
ご
一
ろ
グ

y
ρ

Y

ト、白山内
y

プ
ト
？

y

品
刷
物
語
に
本
．
つ
い
て
脚
本

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

人
七



人
/¥. 

を
作

b
、
へ
吋
J

ぺ
J
Y
が
作
る
所
の

『
－
－
イ

4
y
ν
グ

y
』

の
脚
本
ご
倶
に
世
仁
行
は
る
o

『バ

Y
チ
ア
ア
M
Y

物
語
』

は
同
じ
〈
十
二
世
紀
末
に
出
で
し
詩
人
ヲ

Y

ア
ラ
ム
、
フ
オ
州
、
エ
ツ
｜
汁
l

引

シ
バ

ρ

の
作
に
係
る
o

其
内
容
は
ア
Y
ツ
ス
停
説
の

ア

フ

オI -

JVI部
タ｜に

Al属

王・す
之。

を
奉
すも。

ア
ン
プ
ラ
イ
ゼ

ン
の
誠
に
耶
蘇

基
督
の
血
を
承
け
し
紳
器
グ
フ
ア

wr
あ

b
o

王
老
い
て
病
め

b
o

．ρ
Y
チ
ア
ア

Y
は
其
職
を
襲
ぐ
ぺ
き
宿
因
ゐ

b
T』
雌
血
気
未

r定
ま
ら
今
、
城
に
至
る
時
王
の
病
を
問

ふ
こ
ご
を
怠

b
、
一
た
び
城
中
よ
り
謡
、
は
れ
、
後
－
身
を
修
め
徳
を
養
ひ
て
再
び
誠
仁
入
る
o
其
子
仁
叫
lN1

ヲ
グ
子

Y

曲
中
の
ロ
オ
ン
グ
η
ノ
シ
是

b
b
o

計
汁
列
川
lm
あ
り
。

？

y
チ

y
w
u
f
1
ア

y
（
一
回
肌
一
一
一
）
の
起
る
に
及

び
濁
逸
の
文
串
は
始
て
標
準
を
得
て
、
其
基
祉
輩
回
る
る
に
至
れ

b
o
y

－N升
川
が
墨
書
を
翻
鐸
す
る
時

用
ゐ
し
新
高
濁
逸
語
即
も
是

b
b
o
然
れ
ざ
も
文
物
の
隆
典
は
歳
月
に
待
つ
あ
り
。
十
八
世
紀
の
引
l
川

町
川
判
大
王
の
如
き
、
猶
自
国
の
語
を
喜
ば
今
、
一
切
の
簡
臆
越
作
悌
語
を
以
て
文
を
行
止
悌
閣
の
む
命

而
し
て
異
成
の
意
義
を
以
て
す
る
濁
逸
文
事
は
縫
に
端
を
刻

此
よ
り
後
、
中
世
の
文
事
は
萎
擁
振
は
争
、
互
に
相
踏
襲
す
。

の
事
者
を
集
へ
て
街
耀
の
具
ざ
る
す
u

引
バ
ペ
判
付
利
川
判
（
一
位
羽
）
及
び
叫
バ
d
y
r
一
一
抗
日
哨
）
に
開
け

h
o

を
作

b
て
、
始
て
濁
逸
話
の
必
十
し
も
措
僻
の
提
重
を
害
せ
ざ
る
を
詮
明
し
た
h
y
o

ク
ロ
ッ
プ
ス
ト
ッ
ク
は
長
篇
叙
事

静

『

メ

ヅ

ジ

ア

ス

』

其
の
材
は
之
を
基
督
の
事
蹟
に
取
る
o

今
や
世
人
此
の
冗
漫
の
調
を
厭
ひ
て
復
之
を
譲
ま
子
守
」
雄
、
嘗

円
汁
汁
J

｜
引
は
理
作
ご
批
評
さ
の
才
を
乗
備
し

時
著
先
の
功
は
絡
に
渡
す

J

引
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。



事
術
的
趣
味
極
め
て
偉
か
ら

b
し
を
以
て
、
其
の
事
業
前
者
さ
同
日
に
し
て
語
る
べ
か
ら
や
。

叶
J

引
は
｜
明
外
刈

4
lン
領
内
刈

A
I刊
汁
の

λ
じ
し
て
、
叶

4
4
1刊
の
串
習
院
仁
皐
び
、
内

A
J叶
判

U
i大
串
じ

一
時
牌
軍
判
対
吋
オ
オ
吋
J
つ
に
従
ひ
て

Jη叶
刈
J
ぺ
刈
に
駐
ま
え
記
室
の
職
を
執
る
ご

V

吋ノジ

於
て
卒
業
す
。

蹴
、
生
涯
主
三
し
て
著
過
を
以
て
口
を
糊
し
た
り
。

只
晩
年
ヲ

Y

ア
エ

ン
ピ
ユ
ツ
ア

Y

の
国
書
館
長
三

し
て
精
堅
固
ふ
る
地
位
を
占
め
た

b
し
の
み
。

著
す
所
の
評
論

づ
フ
オ
コ
オ
シ
』

は
詩
歌
f
」
絢
蓄
さ

の
範
国
を
排
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
A
1
よ

b
し
て
之
を
論
守
れ
ば
立
言
偏
頗
の
鎌
ゐ

b
さ
雄
、
其
の
簡
劫

る
る
散
文
ご
鋭
利
る
る
論
理
さ
は
他
人
の
追
随
す
る
こ
さ
そ
評
き
歩
。

脚
本
に
は
濁
逸
枇
曾
劇
の
鴨

矢
た
る

『
ミ
ス
、
テ
ラ
ア
、
ナ
シ
プ

y

y
』、

ポ
ヨ
オ
－
プ
の

「
イ
フ
イ
グ
ニ
イ
』

E
倶
に
人
道
主
義
を
鼓
吹

し
た
る

『
ナ
タ
リ
ペ
デ

Y
、
ヲ
イ
ゼ
』
鴎
外
氏
の
嘗
て
欝
せ
し
所
の

『
且
ミ

9
ア
、
ガ
ロ
ツ
チ
イ
』
及
ぴ

ー司

ピ

ロ
タ
ス
』

等
あ

b
o

ク
官
ヅ
プ
只
ト
吋
ノ
ク
及
び

ν
ツ
ジ
ン
グ
に
次
い
で
出
で
濁
逸
ク
ラ
ツ
ジ
ジ
ク
文
事
の
絶
頂
に
蓮
せ

し

も

の

を

ヨ

ゴ

（

一

試

友

び

ヰ

バ

（

一

銭

）

さ

す

o

ー

引

は

寸

叶

什

引

の

大

都

曾

刈

ラ
ン
ク

y

y
ト
の
入
、
父
は
法
串
士
じ
し
て
帝
国
評
議
官
の
稗
競
を
有
し
た
h
J
き
o

引

J
U
M及
び
ス
j

叶
バ
パ
バ
J
q川
叫
の
大
事
に
入
り
法
律
を
事
ぴ
列
A
J
I川
沿
欝
家
に
招
聴
せ
ら
れ
て

ギ
ヨ
オ
ア
は
－
フ
イ

国
務
大
臣
さ
な
る
o

一
世
の
威
座
を
受
り
て
、
東
仁
喚
問
ゐ

b
、
北
に
字

闘
あ
り
某
閉
じ
介
在
す
る
も
の
皆
去
就
仁
迷
ひ
た
h
y
し
仁
、
引
副
判
到
は
年
少
気
銃
ふ
る
判
例
州
叫
引
到

嘗
時
潤
逸
諸
邦
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
一
一
一
に
交
付
す

J＼、
九



九。

グ
ラ
ス
ト
，
R
公
欝
を
輔
佐
し
て
、
大
い
に
合
縦
の
策
を
識
せ
L
Y
O

不

幸

に

し

て

宰

国

の

乗

守

る

所

芯

ら

り

其
の
業
中
道
に
し
て
壌
る
さ
蹴
、
ギ
ヨ
オ
－
プ
が
識
見
の
澗
大
る
る
欽
仰
す
る
に
足
る
も
の
あ

h
o
濁

文

義

界

に

雄

規

せ

の

み

に

あ

ら

ざ

る

ら

b
o

ジ

Y

ν

y
は
ク
ユ

y
fム
イ

w
h
k
の
士
宮
の
子
ら
り
。

父
は
外
科
醤
ふ
り
し
に
、
其
業
行
は
れ

F
る
が
縛
め
に
見
習
士
宮
ざ
し
て
従
軍
し
、
後
少
尉
に
任
壱
ら
れ

v

y

ν

w

r

は
ク
ユ
M

F

a

プ
シ
ペ

て
罷
む
。

K
U
領
内
？

wr

バ

ρ

仁
生
る
Q

vf

ク

ド

キ

ヒ

ス

J
m
l
w
r

ヒ
の
挫

丁

校

に

事

び

y
η
ノ
チ
ユ
ク
デ
の
ア

y

y
ス
ジ
ユ
ク

ν
に

移

b
、
法
科
よ
ち
し
て
盤
科
に
特
守

b
某

の

卒

業
し
て
摺
弾
兵
聯
隊
の
見
習
聾
官
ご
ふ
り
し
時
、
劇
詩

『
群
盗
』

は
早
く
蹴
に
脱
稿
せ
ら
れ
た
り
き
。

蹴

仁

し

て

γ
y
ν
Y
は
カ

y
w戸
、
オ
イ
グ
｜
利
益
欝
の
著
作
を
禁
廿
し
が
矯
め
じ
む
命
し
、
後
ギ
ヨ
オ
J
引
の

推

皐

に

依

り

て

ワ

イ

マ

Y

に
仕
ふ
る
に
至
る
ま
で
、
放
浪
生
活
を
替
め
り
。

其
の
ギ
ヨ
オ
ア
さ
の
本
ん
は

文

士

間

に

稀

に

蹴

る

所

b
b
o

ギ

ヨ

オ

ア

が

著

作

に

は

小

説

『
若
き
ヱ

Y

ア
w
F

の
愁
』

b
b
o
 ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
は
挨
及
を
伍
せ

し
時
、
比
の
書
を
車
中
に
擁
し
て
相
随
へ
た
り
さ
云
ふ
υ

叙
事
詩
じ
は
『
へ
M
F

マ
シ
、
ク
ン
ト
、
ド
ロ
ア
ア
』

あ

b
、
脚
本
に
は

『
エ
グ
毛
シ
ト
』
‘

「
イ
ア
イ
グ
ニ
イ
」

及

び

鴎

外

氏

の

鐸

せ

し

防

の

『
ギ
ヨ
ツ
、

もE

並

『
フ
ァ
ク
ス
ト
』

あ
h
y
o

司
フ
ァ
ク
ス
ト
』

は

第

一

部

及

第

二

部

よ

ち

成

れ

る

韻

文

脚

本

に

し

て

悪

魔

さ

訂

約

し

た

り

さ

稿

せ
ら
る
、
通
事
者
を
主
人
脅
さ
す
。

名
を

円
フ
ア
ク

ス
ツ
ス
』

ず
二
百
ふ
o

幸
一
職
者
の
義
ら

h
o

十
五
世



紀
末
に
生
る
。

其
の
性
行
奇
僻
に
し
て

一
時
を
欺
臨
せ
り
。

宗
教
改
革
運
動
の
起
る
や
著
作
家
諮
り

て
以
て
新
教
の
一
分
波
た
る
メ
ラ

vu
ヒ
ト
J
Y

の
徒
を
攻
撃
す
る
具
さ
ら
せ

b
o

ア
ア
ク
ス
ト
は
即
も

Y

1

－y
w
y

の
敵
ら
・
9
0

ギ
ヨ
オ
ア
は
資
料
を
比
に
取
り
て
自
家
胸
中
の
不
平
を
寄
托
す
。

筆

を

第

部
に
下
せ
し
は
青
年
時
代
ら
り
し
に
、
十
九
世
紀
の
初
入
十
除
歳
に
し
て
始
て
第
二
部
を
完
結
せ
り
。

蓋
し

『
プ
ア
ラ
ス
ト
』

は
即
ち
ギ
ヨ
オ
ア
ド
自
叙
偉
ぶ
し
て
其
の
人
生
観
は
徳
ぺ
て
比
の
中
に
披
涯

せ
ら
れ
た

b
o

『キ

wy

へ

等
ゐ

h
o

『
群
盤
』

判
ペ
バ
バ
は
幼
き
よ

b
ジ
ヤ
シ
ジ
ヤ
ヅ
ク
、
y

y
オ
に
忍
淑
し
自
由

よ
り
し
て
外

「ォ

y
ν

ア

ν
の
少
女
同

『ヲ

y
v
ν

ス
タ
イ
ン
』

ジ
Y

ν

Y

の
脚
本
に
は

U
Y

ム
ア

Y
』

を
愛
し
座
制
を
惜
み
し
を
以
て
其
の
著
作
も
亦
概
ね
麗
制
さ
自
由
さ
の
葛
藤
を
主
題
さ
す
。

は
其
の
代
表
作
さ
ら
す
に
足
る
。

『キ

Y

へ
Y
ム
ア

Y
』

彼
の
ギ
ヨ
オ
ア
が
草
命
を
悪
む
こ
さ
慨
融
の
如
ぐ

b

b
し
三
頗
る
其
の
蹄
趣
を
殊
に
せ
り
。

『
ク
ラ
ヅ
ジ
ヅ
グ
』

文
事
に
次
い
で
起

b
し
も
の
を
ロ
・守

ジ
チ
ッ
ク
文
事
さ
潟
す
。

ジ

ユ

ν
エ
グ

Y

兄
措
チ
イ
ク
‘
ノ
ヲ
帽
ノ
ス
、
ア
イ
へ

ン
ド

Y

フ
、
ク
ラ
イ
ス
ト
、
ジ

ヤ
ン
、
ポ
オ
ペ
ρ

イ
子
、
ク
ク
ラ
シ
ド
等
皆
此
の
中
に
包
括
す
る
こ
さ
を
得
イ
し
。

此

等

の

人

物

は

想

像

の
豊
富
ふ
る
文
章
の
巧
徹
ふ
る
観
る
可
き
も
の
少
か
ら
今
さ
雄
、
要
す
る
に
強
脅
の
傍
勢
の
み
。

シ

グ
シ

の
人此
JV＼ ょ

b
し
て
現
今
の
文
壇
に
至
る
ま
で
ヂ
ツ
ト

T

Y

ジ
エ
ン
の
人
ヘ
タ
ペ

wr

及
び
？

a
q

－一

ク
ド
キ
ヒ
を
除
き
て
は
雄
大
ふ
る
著
作
其
の
跡
を
絶
て

b
o

独
の
文
学
を
草
し
て
井
箆
節
三
に
交
付
す

九



九

へ
Y
ム

一
世
の
偽
固
に
勝
ち
て
よ

b
欧
州
政
治
の
中
心
濁
逸
に
在

b
T』
雄
、
比
聞
に
立
ち
て
文

事
上
世
界
の
鵡
聴
を
動
か
し
た
る
も
の
は
、
未

r之
を
聞
〈
に
及
ば
歩
。

自
然
主
義
の
偽
困
じ
腐
胎
す

る
に
至
り
て
ジ
ユ

ν
エ
ジ
且

ン
の
人
グ

y

ρ

y
ト、
ρ
タ
プ
ト
マ

ェ
非
職
士
宮
に
し
て
旗
店
の
主
人
た

る

一
億
父
の
子
に
生
れ
て

『
織
匠
』

以
下
の
寓
質
脚
本
、
『
沈
鐘
』

等
の
象
徴
戯
曲
を
著
し
、
彼
の
潟
め

ふ
・
や
溺
逸
の
脚
本
界
仁
は
ヰ

y

し
キ

wr

へ
Y

ム
二
世
の
怒
を
激
し
た
る
は
猶
目
前
の
事
賞
に
属
す
o

へ
Y

ム、

V
4
4判
川
判
J
円
、
計
到
オ
ペ
ヨ
引
引
l

門
叶
等
の
才
人
る
き
仁
あ
ら
十
志
雄
、
之
を
同
文
園
填
太

利
の
プ
オ
ゴ
ォ
、
フ
オ
シ
、
ホ
フ
マ

ン
ス
タ
ア

Y

及
び
ア

Y

ヅ
ヲ

y
u
v

ユ

一
ツ
ツ

ν
w’
あ
る
に
比
す
れ
ば

稀
寂
奨
の
観
あ

b
o

の
長
篇
を
n
況
に
し
其
の 川

タ
フ
ト
マ

ン
は
近
ご
ろ
筆
を
脚
本
に
絶
も
て
小
説
の
作
に
従
事
し
既
に
ニ
三

『
ア
ト
ラ
ン
チ
ス
』

は
今
年
ク

wノ
ス

マ
ス
の
市
に
上
る
ぺ
（

『
e

プ

Y

T

ク』

も
亦
早
晩
印
行
せ
ら
る
、
に
至
る
ら
ら
ん
。

業
他
行
情
詩
に
は
新
蕎
爾
振
の
限
界
線
に
立
ち
た

h
し

非

職

騎

兵

少

佐

9

9
イ
ー
ン
ク
官
オ
ン
死
し
て
唯

9
ツ

ヒ

ヤ

Y
ド
デ
エ
メ

Y

の

一
顧
す
る
足
る
あ
る
の

み。


